
Ｑ．税務調査にはバラつきがあるような気がするのですが？ 

 

 税務調査を受けてみると、経営者（会社）ごとに感想が違うようです。税務調査を受け

るたびに多額の追徴税額を課せられ「もう税務調査にコリゴリ」と思う人もいれば、「みん

なが怖がる税務調査もたいしたことないな」と思う人もいるでしょう。 

 ここで気を付けていただきたいのは、「１回の税務調査で何も判断できない」ということ

です。 

 以前こう言っていた経営者がいました。「税務調査なんてたいしたことないよ。前の税務

調査ではゴネたら何も言わなくなったんだから」 

 そしてこの会社に２回目の税務調査が入りました。担当がやり手の調査官だったらしく、

あらゆる税務処理の誤りを指摘されました。追徴税額を見たら社長の顔色が変わるくらい

の額だったのです。 

 

税務署は全国に５２４あり、税務職員は５６０００人以上います。これだけの組織です

から、一概に税務調査を担当している調査官といっても、やる気や知識にバラつきがある

のが事実です。これは普通の会社でもそうでしょう。 

最近急速に増えたのですが、調査官の中には「嘱託（しょくたく）」の人もいます。６０

歳で定年退職して、期限付きで再雇用されている調査官です。嘱託の調査官は昇進・昇格

などがないため、それほどやる気があるタイプの人間ではないことがほとんどです。 

また逆に、若手の調査官の中でも、昇進・昇格にこだわりがあったり、やる気があった

りすれば、トコトン税務調査をするタイプの人間もいるのです。 

 

 また税務調査は時期によっても、ある程度対応が変わります。税務署は７月から１２月

までを上期、１月から６月までを下期としていますので、たとえば、１１月から始まる税

務調査があるとすると、年内（上期中）に税務調査を終わらせようとする調査官がほとん

どなのです。つまり、税務調査に時間をかけられない事情が存在する場合もあるというこ

とです。 

 これらはあくまでも税務署の都合ではあるのですが整理をすると、税務調査にバラつき

があるのは下記のような理由です。 

・調査官によって対応が違う 

・税務調査の時期によって対応が違う 

 

 だからこそ、税務調査というのはいつでも緊張感をもって臨まなければならない、とも

いえるのです。 

 

（平成２６年１月掲載：この記事は掲載時点の法令等に基づいて記述しております。） 


